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 至今池
N

物理室は１階
です。

名古屋市昭和区広池町47 
電話：052-841-7138 
幹事は向陽の石川光紀さんです

次回の例会は

と　き： 6月 14日（土） 
　　　　　　　13時半より 
ところ：市立向陽高校 
　　　　　　　物理室にて

実験用具、教材、プリント、物品販売、何でも持ち寄りましょう。手ぶらでも大歓迎です。

〒昭和郵便局

向陽高校

地下鉄桜通線
「桜山」駅 名古屋市立

大学病院

桜山駅から北東に徒歩8分です

　岩手県大船渡市で2025年2月26日に発生した山林火災は4
月7日に鎮火が宣言されましたが、延焼面積は3300ha、住宅
も100棟以上が被害を受けました。3月には愛媛県今治市や
岡山県岡山市でも山火事が起こり、消火までには多くの苦
労と時間がかかりました。被害に遭われたみなさんには心
からお見舞い申し上げます。私は地元名古屋市の消防団員
でもあり、映像などで消火や警戒活動にあたる地域のみな
さんの姿を見ると胸が熱くなります。応援しています。一
日も早い復旧、復興をお祈りします。 

　2025年1月7日に米カリフォルニア州ロサンゼルス市イー
トン峡谷付近で発生した火災は鎮火まで３週間以上を要
し、延焼面積は市街地を中心に5700ha、9000棟以上の被害
となりました。従来はカリフォルニアやオーストラリア、
スペイン、ギリシアなど乾燥した地域での大火災のニュー
スを聞くと「気の毒だなあ…でもそこならあり得るか」と
感じていましたが、2023年8月8日に発生したハワイ州マウ
イ島大火の頃から「本来湿潤なはずの地域でどうして？」
と思うようになりました。そして日本でのこの山林火災で
す。地球温暖化と乾燥の進行、フェーンを含む季節風、強
風の発生など地球規模の大きな話もありますが私自身の肌
感覚としては「里山の荒廃、管理不全」が第一です。 

　私事になりますが、ご縁があってホタルの舞う棚田で稲
作（泥遊び？）を始めました。南知多での田植えも8回目を
迎えます。田んぼの側の里山はかつて梅林でしたが、いま
は高さ20mにも及ぶ竹林に覆われています。光が届かない山
肌は真っ暗で、光を求めて伸びる竹すら上部に少しの葉っ
ぱを付けているだけ。地上には枯れ木や枯れ竹、枯れ枝、
竹の枯れ葉しかありません。極めて一様な植生です。 

　当時は山へ入る道すら大変でしたが、田んぼへの日当た
りをよくしようとの一心で竹を切り始めました。切った竹

南知多の里山です。 

（左上）2021年初冬。杉
の木を覆うほどの竹林。
（上）2021年の同時期、
竹に遮られて光が届かず
地 上 は 真 っ 暗 で す。
（左）2025年4月。伐採
の甲斐あり、竹林に隠れ
ていた奥の雑木林や山の
稜線が見えています。

は枯れ木、枯れ枝、枯れ竹とともに少しずつ焼却。残っ
た灰は肥料として田んぼにまきます。鋸が友です。次第
に山は明るくなり、田んぼの日当たりもよくなりまし
た。 

　手入れの行き届かない山林は可燃物だらけ。カラカラ
に乾いた時期になると「ここに点火源が作用したら一気
に燃焼するなあ」と本当に心配になります。可燃物は除
去せねば！　しかし私自身も伐採や焼却中にヒヤリとし
たこと度々。ケガや危険と隣り合わせです。「焚き火を
するな」との意見は理解できますが、山や田畑で出た植
物由来の大量の可燃物を遠方の焼却場まで運ぶロジは…
費用は？　道なき道を運び出すのは消火のための水を運
び込むのと同様に絶望的に大変です。とても難しい課題
です。今の私はコソコソと「その場でできる小規模な循
環」を実践（実験？）中です。（名古屋南　井階正治）

http://www2.hamajima.co.jp/ikiikiwakuwaku


2月11日  例会の報告　（参加者17名、13件の報告がありました）
圧力センサーで F-t グラフ（作用−反作用関係を見る）（石川さん：富山YWCA）

手回しバンデで “ のぼりゃんせ ”（林さん：名古屋大学理学部F研、永田さん）

（左上）圧力セン
サーの衝突部。写真
右下は質量を変える
ためのナット（上）
装 置 全 体 の 様 子
（左）装置・回路図
（左下）オシロの
データを説明する石
川さん（下）石川さ
んの手作り台車

　力は相互作用（interaction）、互いに及ぼし合う関係
です。力自体は目で見えるものではないので、バネばか
りで押し合ったり引き合ったり、台車同士を衝突させ
てバネの最大縮みを確かめたり、昔からいろんな方法
が試みられてきました。石川さんは圧力センサー（型
番：FSR402）を使ってミリ秒スケールでの力（圧力）
の測定に成功。どの瞬間でも、どんな当て方をして
も、常に作用−反作用関係が成立していることがひと目
でわかります。 

　薄いシート状の圧力センサーですが、内部には細い
金属線が面上にウネウネと貼られており、力が加わる
と伸びたりして抵抗値が変化することを作動原理にして
います。石川さんが使ったセンサーは0.2N以上の力が
加わらないと出力信号（右回路図のRA、RBの電流変
化）が得られなかったので、金属製のボルトに接着し
た上からL字型アクリル板で押さえ、あらかじめストレ
スが加えてあります。これで加えた力に比例したセン
サー出力が得られるようになりました。 

　２現象(2CH)デジタルストレージオシロスコープのプ
ローブを右腕、左腕のセンサー出力につなぎ、どちら
かの腕を持ち上げて振り子として衝突させると上下対
称の美しい波形が確認できます。振り子の高さや質量
を変えると、力（センサー出力）の絶対値は変わりま
すが互いに及ぼし合う力は「向き反対で大きさは同
じ」関係にあることがよく分かります。オシロの画面
データはまさに力積なので、「運動量と力積」の授業
にも役立ちそうです。私もぜひ真似してみようと思いま
した。 

　この実験を市販の台車でやってみると金属棒、押し
バネ、台車本体（ガイド用のパイプ）がキーキー擦れ
て、うまくいかないことが多いです。石川さんの手作り
台車は、内部のガイド用戸車と引きバネが金属棒の微
妙な出入りをサポートしています。こちらも大変よい工
夫です。

　科学館の「青少年のための科学の祭典」などサイエ
ンスボランティアとして活躍されている永田さんは、
2009年4月25日の例会で「静電スパイラルタワー（のぼ
りゃんせ）」を報告されました。コッククロフト−ウォ
ルトン回路で電池電圧を数千Vまで昇圧し、＋極と−極
を2cmほどの間隔で交互に配置します。アルミ箔を丸め
た軽い球を下方の電極上に置くと、帯電（クーロン
力）や静電誘導によって猛烈な勢いでてっぺんまで登っ
ていきます。一方、林さんは2023年の春頃から愛教大
の古いバンデグラフ起電機の再生に取り組み、ついに
は手回し式バンデグラフ起電機を一から手作りするに
至りました。（2024年2月18日例会報告） 

　林さんの手作りバンデで永田さんの“のぼりゃんせ”
は作動するでしょうか？　写真では分かりませんが球
は見事に登りきりました！　手回しのゆっくりさ、仕
事をしている感、ブラックボックスなしの実験は本当
に楽しいです。

（上）永田さんの “のぼ
りゃんせ”。アルミ箔の電
極が＋、− 交互に貼られて
います。小球は勢いよく登
り、てっぺんで内部に吸い
込まれ落下。再び下から現
れて上昇を始めます。
（左）林さんが手作りバン
デを回しています。小球は
無事に登り切りました。

横軸の時間スケールは１目盛
2msです。約6ms間の相互作用。

左写真は私が以前
に大須で購入した
「ひずみセンサ」
（当時750円）。
センサ右側の目盛
りは1mm。ウネウ
ネした細い導線が
分かりますか？　
これだけで350Ω
の抵抗です。



十発十中！必ず命中するモンキーハンティング（林さん、杉本さん：向陽）

（上左）作り方を説明する永田さん　（上右）UFO
風船の回りながら上がる仕組みを議論しています

　永田さんはUFO風船も
持ってきてくれました。
（2007年12月9日例会報
告）参加者一同、その場
で撮ったスマホの動画な
ど当時はなかった道具を
使って議論。初めて見る
方もいて、17年ぶりの
UFO風船談議は非常に盛
り上がりました。

（上左）矢を手に説明する
林さん　（上右）林さんの
発射装置（打ち出し部と
レーザーポインター）が手
前に見えています。後方は
準備中の杉本さん　（左）
電磁石とコンデンサー　
（下）杉本さんが発射スタ
ンバイ。一同、モンキーに
注目しています。

　命中しても、惜しくも外れても、教室全体を使ったモン
キーハンティングは楽しい実験です。私は段ボール箱の的を
弓道部員にキューピッド風の矢で射てもらったり、スナイ
パー役の生徒に吸盤エアガンを撃ってもらったりして「まあ
大体こんなもんか」のなんちゃって実験で終わっています
が、毎年非常に盛り上がります。一方、林さん、杉本さんは
「十発十中！」の方法を考案しました。 

《ポイント①》レーザーポインターを使って狙いを定める。
塩ビパイプの後方からのぞいて的の中央が見えるように角
度を調整。さらにポインターの光が的の中央に来るように
光軸を調節する。筒をのぞくと遠方にポインターの光点が
見える。これで照準が合いました。 

《ポイント②》的を保持する電磁石（五寸釘にエナメル線
を400回程度巻く）は釘自体が磁化されやすい。実験を繰り
返すうちに次第に増加していく釘の磁力によって的の落下が
遅れ、矢が通過した後に的がやってくる羽目に。釘を消磁す
るためには逆向きの電流を流せばよい。そのために電磁石
（コイル：L）のインダクタンスに対応したコンデンサー
（C）を並列に接続する。（林さんの装置では4.7µF、耐電
圧100Vを使用）スイッチOFFの瞬間にコイルの自己誘導に
よって20V以上の逆起電力が発生する。コンデンサーとの間
で数ミリ秒間電気振動（交流）が生じて、釘の磁化を防ぐ
ことができます。 

《ポイント③》的の落下（電磁石のOFF）スイッチにアルミ
ホイルの小片を使う。矢が飛び出す瞬間、ホイルが吹き飛ん
でスイッチが切れる。発射と落下の同時性が保証されます。 

《ポイント④》空気ポンプ（プールや風船用）の空気圧で矢
を飛ばすが、吹き筒（塩ビパイプ）に近いとポンプを押し
た振動が照準を狂わせてしまう。１m以上のやわらかいホー
スを使って接続し、発射用の空気を勢いよく送るとはじめ
の照準を狂わすことなく矢が飛び出します。 

　実際の実験でも見事に命中しました。照準や発射と落下
の同時性など、一つ一つの課題をできるだけシンプルな方法
で解決していった賜物です。

的の作り方（ダンボールには
モンキーなど自由に描く）

矢の作り方（釘のおもりで慣性を
与え、スカート部で気密にする）



その他の報告

続・凸レンズで見る実像（杉本さん）
　2024年8月24日例会の続報。「凸レンズによる実像は
スクリーンで見える位置にできている？スクリーン無
しでも見える？」問題。今回はたくさんの凸レンズを
準備して、各人がスクリーンの力？を借りたり、借り
なかったりしながら確かめました。石川さんはフレネ
ルレンズを使った実物投影機の仕組みを紹介。過去の
例会記録を調べると、2008年12月13日例会で奥谷さん
による報告がありました。その後、林さん、石川さん
による追実験があり、私も少しやってみました。

カメがトコトコ（山本さん：西陵）
電動字消しの直進を考える（飯田さん）

ハミルトン風車の回転と空気の有無
（村田さん：三重）

超高性能！超安価！超簡単！驚きの霧箱（林さん）

餅つき式の水波造波装置（井階：名古屋南）

向陽高校科学部の研究報告（伊藤さん：向陽）

おもちゃのカメや円筒の
中に糸巻きと輪ゴムを仕
込む。高所からカメを落
とすと輪ゴムが巻かれて
弾性エネルギーに。着地
すると糸巻きがゴムの弾
性力で回転してカメがト
コトコ前進。運動エネル
ギーに変化します。

飯田さんは、歯ブラシ、タワシ、電
動字消しとブルブルモーターを使っ
た「走る車」の工作に長年取り組
んできました。字消しの回転方向
から重心やモーメントを考え、直進
させるための工夫（前足・後ろ足
の効果、長い尾やコイン、バラン
ス、付ける位置の効果など）の仕
組みが分かってきました。

ハミルトン風車を入れた
容器の空気を抜く。バン
デグラーフ起電機の上に
置くと風車が回らなく
なった。風車の先端放
電、空気のイオン化とそ
の反動の関係か。碍子
（ガイシ）の役割、硬貨
やお札の磁性についても
報告がありました。

水波の屈折、反
射、回折、干渉な
どの現象を1Hz程
度の連続波で観察
する。同じように
回せば誰にでもで
きる手作り装置。
波の伝搬速度、天
文年鑑から読み解

く人工天体data（低軌道通信衛星、スターリンクの
ことなど）についても報告しました。

過飽和層が深く、線源
いらず。自然界に普通
に存在する放射線を長
時間観察できる林式拡
散霧箱。銅板で自作し
て い た 底 板 を 百 円
ショップでも手に入る
トースター用アルミホ
イルケースに、断熱容
器を段ボールや新聞紙
に、雑イオン除去に塩
ビ板、照明はLEDライ
トとどんどん簡素化さ
れました。これでも充
分に見えます。α、β、γ
の区別も分かります。

翼展開（トビウオ）式水ロケットの研究が全国大会に進
出！　おめでとうございます。講評を次の発展につなげてく
ださい。太陽フレアの研究も進めています。黒点を観測して
国立天文台のdataと比較したり、太陽上の移動の様子から自転
周期を調べています。さらにBSアンテナによって太陽電波を
観測し、フレアとの関係の研究に進めていくそうです。

　実像を立体的に見るには両
眼による立体視と少しの訓練
が必要なようです。単眼のカ
メラによる撮影ではなかなか
分かりません。

上2枚は石川さんによるカメラのレンズを用いた実験。手前の円形
のものはLED照明。右は林さんの実験装置。両目で見ると象の人形
や木製の立方体、アルコールの容器の実像が立体的に見えます。

↑ 実物投影機の仕組みを紹介
する石川さん。年配の方々ほ
とんどがご存知でしたが、私
自身は愛工時代に埃をかぶっ
たものを見た程度。結局使う
ことはありませんでした。い
まから思えば残念です！


